















An investigation of the factors which affect the self-esteem 
of the students nursing cancer patients in the perioperative nursing: 
Mainly on the ability to practice nursing 
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け持ちのみ25人 (34.2%)、 2名受持ち 40人 自尊感情3群において、基本属性の学生の年齢、
社会人歴、アルバイトの有無のすべてにおいて有
表1受持ち患者の属性 N=73 意差はみられなかった(表3)。
区分 n (%) 自尊感情3群において、受け持ち患者の属性は、
1名受持ちのみ 25 (34.2) 
受け持ち患者数、性別、年代については、有意差
受持ち数 2名受持ち 40 (54.8) はみられなかった。しかし、疾患分類別では、学
3名受持ち 8 ( 11.0) 内演習で取り上げた胃がんのみを受け持った者と
男性のみ 13 (17.8) そうでない者の割合が3群間で有意に異なり、自
性 完リ 女性のみ 12 (16.4) 尊感情低下群で胃がんのみの割合が有意に低いこ
両方 48 (65.8) とが示された(表4)。
60歳....64歳 10 (13.7) 
年 代 65歳....74歳 15 (20.5) 5. 自尊感情3群の実習前後における看護実践カ
両方 48 (65.8) 自尊感情3群の実習前後における看護実践力に
疾患分類
胃がんのみ 31 (42.5) 差があるのかどうか確認したところ、 3群全てに
そのイ也 42 (57.5) おいて看護実践力総合得点と看護実践力4つの下
表2 実習前後の自尊感情 N=73 
自尊感情
実習前 実習後 変化畳
区分 n Mean:t SD Mean:t SD Mean:t SD 
低下群 19 -14.5 :t 3.84 
変化なし群 35 29.5 :t 5.65 1* 26.3 :t 4.79 1** -3.2:t 3.90 
上昇群 19 22.1 :t 5.05 32.7:t 5.46 10.6:t 5.15 




表3 自尊感情3群と基本属性の関連 N=73 
低下群 変化なし群 上昇群
Mean:t SO Mean:t SO Mean:t SO x2 p値
or n (%) or n (%) or n (%) 
年齢 21.0:t 1.00 20.6:t 0.69 20.9:t 1.24 0.280 
社会人歴 有
2 ( 2.7) 2 ( 2.7) 2 ( 2.7) 
0.559 0.553 無 17 (17.4) 33 (32.1) 17 (17.4) 
アルバイト歴
有 15 (20.5) 31 (42.5) 17 (23.3) 
1.183 0.553 無 3 ( 4.1) 4 ( 5.5) 2 ( 2.6) 
年齢:Kruskal Wallis検定、社会人、アルバイト歴:X2検定
表4 自尊感情3群と受持ち患者の属性の関連 N=73 
低下群 変化なし群 上昇群
x2 p値n (%) n (%) n (%) 
受持ち数
1名のみ 7 (36.8) 10 (28.6) 8 (42.1) 
1.079 0.583 2名以上 12 (63.2) 25 (71.4) 11 (57.9) 
男性のみ 4 (21.1) 4 (11.4) 5 (26.3) 
性別 女性のみ 2 (10.5) 8 (22.9) 2 (10.5) 3.410 0.492 
両方 13 (68.4) 23 (65.7) 10 (63.2) 
64歳以下 3 (15.8) 5 (14.3) 2 (10.5) 
年齢 65歳以上 3 (15.8) 6 (17.1) 6 (31.6) 1.982 0.739 
両方 13 (68.4) 24 (68.6) 11 (65.9) 
疾患分類
胃がんのみ 2 (10.5) 19 (54.3) 10 (52.6) 
10.738 0.005 
その他 17 (89.5) 16 (45.7) 9 (47.4) 
X2検定




n Mean:t SO Mean:t SO 
看護実践力
低下群 19 n.s. 
総合得点
変化なし 35 70.0 :t 1 0.62 I nふ 71.3 :t8.79 In.s. n.s. 
上昇群 19 70.3:t 8.58 71.3:t 10.96 n.s. 
低下群 19 10.9:t 2.32 10.9:t 1.45 n.s. 
志向する力 変化なし 35 10.8:t 1.96 11.1 :t 1.76 n.s. 
上昇群 19 10.8:t 1.12 11.4 :t 1.77 n.s. 
低下群 19 16.4 :t 3.71 16.2 :t 2.39 n.s. 
展開する力 変化なし 35 16.8:t 3.18 17.3 :t 2.42 n.s. 
上昇群 19 17.0 :t 2.65 16.7:t 2.70 n.s. 
低下群 19 20.3:t 3.8 20.3:t 2.5 n.s. 
実施する力 変化なし 35 20.7:t 3.5 21.2 :t 3.0 n.s. 
上昇群 19 21.1 :t 2.7 20.7:t 3.7 n.s. 
低下群 19 21.1 :t 3.78 21.5 :t 3.50 n.s. 
評価する力 変化なし 35 21.7 :t 3.31 21.7 :t 2.91 n.s. 
上昇群 19 21.4:t 3.04 22.5:t 4.18 n.s. 
君諮実践力総合得点の2群聞は対応のある t検定、看護実践力総合得点の3群聞は一元配置分散分析検定
4つの下位尺度の2群聞はWilcoxonの符号付き順位検定、 4つの下位尺度の3群聞は KruskalWallis検定
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